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Modular Messaging リリース 2 Client Add-in for Microsoft® Outlook®
重要：本書の説明は、お使いのメッセージ ストアが Avaya Message Storage Server（MSS）の場合にのみ適用されます。
インストレーション
	1
	インストレーションを開始する前に、以下の項目を確認してください。

	· 既存のバージョンの Avaya Modular Messaging Client がすべてアンインストールしておきます。アンインストールしていない場合は、このインストレーションを実行しても既存のクライアントがアップグレードされるだけで、メッセージ ストアと表示言語の選択のオプションは使用できません。
· Microsoft Outlook を閉じて終了します。
· コンピュータのローカル管理者権限を取得しておきます。
· Microsoft Outlook をデフォルトの E メール アプリケーションに設定します（［スタート］メニューの［設定］をポイントして［コントロール パネル］をクリックします。次に、［インターネット オプション］の［プログラム］タブをクリックし、［電子メール］ドロップダウン メニューから［Microsoft Outlook］を選択します）。
· MAS 名と MSS 名（またはそれぞれの IP アドレス）を管理者から取得します（右の枠内を参照してください）。
· サポートされているオペレーティング システムと E メール クライアントを実行しておきます。
· オペレーティング システム：Windows 2000（SP3）または XP

· E メール クライアント：Outlook 2000（SR1）、Outlook XP SP 2（Outlook 2002）、Outlook 2003 のいずれか
	必要な情報を以下に入力してください。
システム管理者の連絡先：
     
     

	· 
	メッセージ アプリケーション サーバー（MAS）名／IP アドレス： 
     
     

	· 
	Message Storage Server（MSS）名／IP アドレス： 
     
     

	Client Add-in 実行ファイル（Install.exe）の検索先： 
     
リリース ノートの検索先：
     
すべての言語パックの検索先：
     


	2
	Client Add-in をインストールします。 


	注：ローカライズされた Client Add-in の場合、同じフォルダ内にある目的の言語パック（.msi ファイル）をクライアントの実行ファイル（Install.exe）としてコピーする必要があります。

	1. Install.exe を実行します。
2. メッセージ サーバーの場合は、［Avaya MSS］を選択します。このプロンプトが表示されるのは新規のインストレーションの場合だけです。（上記のセクション 1 の箇条書きの 1 番目を参照）。
3. 表示言語パックの場合、［English（United States）］を選択します。このプロンプトが表示されるのは、新規のインストレーションの場合だけです。（上記のセクション 1 の箇条書きの 1 番目を参照）。
4. ［次へ］をクリックして、インストール ウィザードを完了します。

	3
	Outlook でボイス アカウント サービスを設定します。

	Outlook 2000
	Outlook 2002/Outlook 2003

	1. Microsoft Outlook 2000 を起動します。
2. ［ツール］メニューから、［サービス★Services］を選択します。
3. ［追加］をクリックします。
4. ［MM Message Service］を選択します。
5. 次の Step 4 を参照して、［MSP Configuration★MSP の設定］ダイアログ ボックスでの作業を完了します。
	1. Microsoft Outlook 2002 または Outlook 2003 を起動します。
2. ［ツール］メニューの［オプション］を選択します。
3. ［メール セットアップ］タブで、［電子メール アカウント］をクリックします。
4. ［新しい電子メール アカウントの追加］を選択します。［次へ］をクリックします。
5. ［その他のサーバー］を選択します。［次へ］をクリックします。
6. ［MM Message Service］を選択します。［次へ］をクリックします。
7. 次の Step 4 を参照して、［MSP Configuration★MSP の設定］ダイアログ ボックスでの作業を完了します。

	重要：Outlook プロファイルを新しく作成する場合、受信トレイに Modular Messaging メールを表示するには、新しいプロファイルにボイス アカウント サービスを再設定する必要があります。
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	［MSP Configuration★MSP 設定］ダイアログ ボックス。

	以下に指定するように詳細情報を入力します。

	［接続］タブ
	1. ［Message storage server:★Message storage server:］ボックスに、Message Storage Server（MSS）の完全な名前（完全修飾ドメイン名、つまり FQDN）または IP アドレスを入力します。
2. ［メールボックス番号：］ボックスに、Modular Messaging のメールボックス番号を入力します。通常は、ご使用の電話番号をメールボックス番号として使います（注：ハイフンやスペースは入れずに、数字だけを入力してください）。
3. ［パスワード：］ボックスに、パスワードを入力します。注：パスワードは数字でなければなりません。キーボードの数字キーを使用して、パスワードを入力します。
Modular Messaging メールボックスにアクセスするたびにパスワードの入力を求められないようにするには、［パスワードを保存する］チェック ボックスをオンにします。
設定が完了すると、追加された［Avaya Account］フォルダが表示されます。このフォルダにボイス メールが格納されます。

	［Directory Settings］タブ
	［MM Directory Service name ★MM ディレクトリ サービス名］、［検索タイムアウト］、［検索の限界］、および［検索ベース］にそれぞれ値を指定します（デフォルトの検索ベースは、ou=people、dc=avaya）。デフォルト値をそのまま使用するか、またはシステム管理者に連絡してください。

	［全般］タブ
	デフォルト値をそのまま使用します。
Outlook 2000 の場合のみ：Outlook の自動送受信を有効にするには、［Schedule an automatic send/receive every（定期的にすべて自動送受信）］チェック ボックスをオンにします。送受信を繰り返す間隔を所定のボックスに指定します。

	［Advanced］タブ
	デフォルト値をそのまま使用します。
Outlook を終了するたびに［削除済みアイテム］フォルダからすべてのメッセージが削除されるようにするには、［終了時に［削除済みアイテム］フォルダを空にする］チェック ボックスをオンにします。

	
	［OK］をクリックしてすべての設定を適用し、コンピュータを再起動します。
重要：変更を有効にするには、コンピュータを再起動する必要があります。


	*
	ヒントおよび推奨事項

	· インストレーションと設定の後でお使いのコンピュータおよび Microsoft Outlook を再起動すると、Outlook に新しく追加された［Avaya Account］フォルダが表示されます。このフォルダが表示されない場合は、Outlook の［表示］メニューの［フォルダ一覧］をクリックし、画面左側にすべてのフォルダを表示します。
· 新しいボイス メールの受信トレイを表示するには、［Avaya Account］フォルダ名の横にある + 記号をクリックして、受信トレイをクリックします。
· Avaya Account 受信トレイ用のプレビュー ウィンドウ機能を無効にするには、Outlook の［表示］メニュー［プレビュー ウィンドウ］をクリックします。また、プレビュー機能を無効にするには、［表示］メニューの［プレビュー］をクリックします。
これらの機能を有効にすると、プレビュー ウィンドウ機能とプレビュー機能によってボイス メッセージがお使いのコンピュータにダウンロードされるので、Outlook の操作速度が低下します。このため、デスクトップ ユーザーに遅延が発生し、リモート ユーザーには多大な遅延が生じることになります。
· Outlook のツールバーの一番右にある新しい 3 つのアイコンを使用して、Avaya Account 受信トレイ内でボイス メッセージの録音と送信、およびボイス メッセージに対する返信を行います。
· 電話アイコンをクリックし、Voice Form を開きます。［録音］ボタン（赤）をクリックして、メッセージを録音します。デフォルトでは、ボイス レコーダーは、メッセージの再生および録音にお使いのコンピュータ（マルチメディア）を使用するものと見なします。電話をお使いになる場合は、Voice Form ツールバーの［オプション］をクリックし、［メディア設定］タブで［電話メディア］を選択します。
この設定の変更を有効にするには、忘れずに［適用］ボタンをクリックします。
· ボイス メッセージのアドレスを指定する場合、［宛先］フィールドに名前または名前の一部を入力した後で、Ctrl キーを押したまま K キーを押すと、直ちにアドレスが解決されます。 

· アドレスが解決されたら、名前を右クリックして［プロパティ］を選択し、メッセージの送信先に関する詳細情報を表示します。
· Outlook 2002/XP/2003 の場合：Outlook の自動送受信を有効にします。Outlook の［ツール］メニューで［送受信の設定］をポイントし、［送受信グループの定義］をクリックします（Outlook XP の場合は、［ツール］メニューの［送受信］をクリックし、［送受信の設定］をクリックして、［送受信グループの定義］をクリックします）。 ［Outlook がオンラインのとき］（Outlook XP の場合は［グループ “すべてのアカウント” の設定］）で［次の時間ごとに自動的に送受信を実行する］チェック ボックスをオンにし、その隣のボックスで送受信を繰り返す間隔を指定します。この間隔を 2 分または 3 分に設定します。
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